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序文
『Salesforce およびアプリケーション統合』を使用して、Salesforce Managed Package をインストールし、

Salesforce 組織内でガイドを実行する方法を確認します。
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第  1  章

Salesforce Managed Package
この章では、以下の項目について説明します。
• Salesforce Managed Package 概要, 6 ページ
• Salesforce Managed Package の URL, 6 ページ
• Salesforce Managed Package のインストール, 7 ページ
• Salesforce Managed Package のアップグレード, 13 ページ
• Salesforce Managed Package のアンインストールと削除, 15 ページ
• 詳細情報, 17 ページ

Salesforce Managed Package 概要
Informatica Cloud Real Time for Salesforce パッケージを使用すると、次のようなことが可能になります。
• アプリケーションの統合を Salesforce と統合する。
• アプリケーションの統合で Salesforce 接続をテストしてパブリッシュし、Salesforce からメタデータを取

得する。
• プロセスの実行時に Salesforce オブジェクトを操作する。
• Salesforce ガイドを操作する。
• アプリケーションの統合と Salesforce のリソースにシングルサインオンでアクセスする。
• Salesforce 送信メッセージ（OBM）を使用してアプリケーションの統合プロセスをトリガする。詳細につ

いては、設計マニュアルのシステムサービス、リスナ、およびコネクタセクションにある、Salesforce 送
信メッセージに関するトピックを参照してください。

Salesforce Managed Package の URL
Salesforce Managed Package for Informatica Cloud Real Time バージョン 1.26 では、Salesforce API のバ
ージョン 56.0 を使用します。
最新の Managed Package バージョン 1.26 は、インストールまたはアップグレードできます。
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最新の管理パッケージをインストールする、またはこれにアップグレードするには、次の URL にログインしま
す。
• 最新バージョン 1.26 をインストールするには、次の URL を使用します。

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk
• 最新のサンドボックスバージョンをインストールするには、次の URL を使用します。

https://test.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk

Salesforce Managed Package のインストール
Salesforce Managed Package をインストールする前に、組織が次の前提条件を満たしていることを確認しま
す。
• 組織が、Salesforce の Unlimited、Enterprise、Professional、Developer のいずれかのエディションを使

用している。
ただし、Salesforce の Professional エディションのトライアル版を使用している場合、Managed 
Package の設定または Salesforce への接続を行えない可能性があります。この問題は、トライアル版の組
織では［API が有効］オプションを利用できないために発生します。Salesforce の Unlimited、
Enterprise、Developer のいずれかのエディションを使用することをお勧めします。

• Salesforce API が有効になっている。
• Managed Package をインストールしようとしている Salesforce 組織で管理者権限を持っている。
1. ビジネスニーズに応じて、本番用またはサンドボックスの Salesforce 開発者アカウントにログインしま

す。
• 本番: https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk
• サンドボックス: 

https://test.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk
2. Salesforce 開発者アカウントのユーザー資格情報を入力します。

［Informatica Cloud Real Time for Salesforce のインストール］ページで、次のいずれかのオプション
を選択します。
• 管理者専用のインストール。Salesforce の管理者ユーザーのみがガイドを実行できるようにするには、

このオプションを選択します。
• すべてのユーザー用のインストール。Salesforce のすべてのユーザーが操作対象のオブジェクトでガ

イドを実行できるようにするには、このオプションを選択します。ほとんどの組織がすべてのユーザー
にアクセスを許可します。

• 特定のプロファイル用のインストール。カスタムセキュリティを設定するにはこのオプションを選択し
ます。

Salesforce Managed Package のインストール       7
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3. 必要に応じて、［コンポーネントの表示］をクリックすると、Managed Package の詳細なコンポーネント
を確認できます。

4. ［インストール］をクリックします。
5. インストールが完了したら、［完了］をクリックします。

インストールに時間がかかる場合は、インストールの完了時に電子メールが送信されることを伝えるメッ
セージが表示されます。［完了］をクリックします。
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［イン
ストール済みパッケージ］ページが表示され、［インストール済みパッケージ］の下に Managed Package
が示されます。

6. ページ上部の［すべてのタブ］をクリックします。

7. ［すべてのタブ］ページで［ガイドの設定］をクリックします。
8. ［登録の検証］ページで、Informatica Cloud Real Time Host の URL を入力します。

Informatica Cloud Real Time のホスト URL を構築するには、次の値が必要です。
Cloud アプリケーション統合の URL

Informatica Intelligent Cloud Services℠にログインし、アプリケーション統合サービスを選択しま
す。次の図で強調表示されている URL の部分が Cloud アプリケーション統合の URL です。

Salesforce Managed Package のインストール       9



ポッド固有の Cloud Application URL
Cloud アプリケーション統合の URL の代わりに、Salesforce の POD 固有の Cloud アプリケーショ
ン URL を使用します。この URL を使用しない場合、アプリケーション統合とアプリケーション統合
にリンクされている Salesforce 組織に 2 つの異なるブラウザタブで同時にアクセスすると、アプリ
ケーション統合アセットのパブリッシュ時に問題が発生する可能性があります。
Salesforce のポッド固有の Cloud Application URL は、ポッドの名前と Cloud アプリケーション統
合の URL に基づいて決まります。次の表に、さまざまなポッドと Cloud アプリケーション統合の
URL に対応する Salesforce のポッド固有の Cloud Application URL を示します。

ポッド名 Cloud アプリケーション統合の
URL

Salesforce のポッド固有の Cloud 
Application URL

AP NorthEast 2 https://apne2-cai.dm-
apne.informaticacloud.com

https://apne2-sfdc-cai.dm-
apne.informaticacloud.com

APJ/APSE1 https://apse1-cai.dm-
ap.informaticacloud.com

https://apse1-sfdc-cai.dm-
ap.informaticacloud.com

AZ GERMANY https://emc1-cai.dm1-
em.informaticacloud.com

https://emc1-sfdc-cai.dm1-
em.informaticacloud.com

AZ SINGAPORE https://apse1-cai.dm1-
apse.informaticacloud.com

https://apse1-sfdc-cai.dm1-
apse.informaticacloud.com

AZURE NTT https://apne1-cai.dm1-
ap.informaticacloud.com

https://apne1-sfdc-cai.dm1-
ap.informaticacloud.com

AZURE POD1 https://usw1-cai.dm1-
us.informaticacloud.com

https://usw1-sfdc-cai.dm1-
us.informaticacloud.com

AZURE POD3 https://usw3-cai.dm1-
us.informaticacloud.com

https://usw3-sfdc-cai.dm1-
us.informaticacloud.com

C360-Preview https://usw1-cai.dmp-
us.informaticacloud.com 

https://usw1-sfdc-cai.dmp-
us.informaticacloud.com

CANADA https://nac1-cai.dm-
na.informaticacloud.com

https://nac1-sfdc-cai.dm-
na.informaticacloud.com
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ポッド名 Cloud アプリケーション統合の
URL

Salesforce のポッド固有の Cloud 
Application URL

EMW1 https://emw1-cai.dm-
em.informaticacloud.com

https://emw1-sfdc-cai.dm-
em.informaticacloud.com

GCP https://usw1-cai.dm2-
us.informaticacloud.com

https://usw1-sfdc-cai.dm2-
us.informaticacloud.com

POD1/USW1/NA1 https://na1.ai.dm-
us.informaticacloud.com

https://na1.sfdc-ai.dm-
us.informaticacloud.com

POD2/NA2 https://na2.ai.dm-
us.informaticacloud.com

https://na2.sfdc-ai.dm-
us.informaticacloud.com

POD3/USW3 https://usw3-cai.dm-
us.informaticacloud.com

https://usw3-sfdc-cai.dm-
us.informaticacloud.com

POD4/USE4 https://use4-cai.dm-
us.informaticacloud.com

https://use4-sfdc-cai.dm-
us.informaticacloud.com

POD5/USW5 https://usw5-cai.dm-
us.informaticacloud.com

https://usw5-sfdc-cai.dm-
us.informaticacloud.com

POD6/USE6 https://use6-cai.dm-
us.informaticacloud.com

https://use6-sfdc-cai.dm-
us.informaticacloud.com

PREVIEW https://usw1-cai.dmr-
us.informaticacloud.com

https://usw1-sfdc-cai.dmr-
us.informaticacloud.com

UAE（Azure 
EMSE）

https://emse1-cai.dm1-
emse.informaticacloud.com

https://emse1-sfdc-cai.dm1-
emse.informaticacloud.com

UK1 https://uk1-cai.dm-
uk.informaticacloud.com

https://uk1-sfdc-cai.dm-
uk.informaticacloud.com

組織 ID
Informatica の組織 ID を表示するには、Informatica Intelligent Cloud Services にログインし、次
の図に示すように［組織］のリストから組織 ID をコピーします。

または、［Administrator］サービスを選択して［組織］をクリックし、次の図に示すように、［ID］
フィールドに表示された Informatica の組織 ID をコピーします。

Salesforce Managed Package のインストール       11



Informatica Cloud アプリケーション統合のホスト URL を構築するには、次の形式を使用します。
<Salesforce のポッド固有の Cloud Application URL>,<Informatica の組織 ID>

［ICAI Host URL］フィールドに URL を入力します。
例えば、次の図に示すように、「https://na1.sfdc-ai.dm-us.informaticacloud.com,5p2CFQ2gzDsdkV1rghsBGw」と
入力します。

9. ［検証］をクリックします。
［Informatica Cloud サービスの承認］ページが表示されます。

注: 指定した Informatica Intelligent Cloud Services 組織が以前に別の Salesforce 組織にリンクされてい
る場合は、次の図に示すような警告メッセージが表示されます。 

リンクされている Salesforce 組織は Managed Package のインストール時に変更できます。例えば、
Salesforce 組織 A で手順 1 から手順 8 を実行して Managed Package をインストールしたとします。
Informatica Intelligent Cloud Services 組織 B はすでに Salesforce 組織 C にリンクされていますが、警
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告メッセージで［確認］をクリックすると、Informatica Intelligent Cloud Services 組織 B は Salesforce
組織 A にリンクされます。

10. Informatica Intelligent Cloud Services の管理者の資格情報を入力し、［ログイン］をクリックします。

次の図に示すように、Salesforce 組織が設定されたことを示す確認メッセージが表示されます。

Salesforce Managed Package のアップグレード
Salesforce Managed Package をアップグレードするには、次の手順を実行します。
1. ビジネスニーズに応じて、本番用またはサンドボックスの Salesforce 開発者アカウントにログインしま

す。
• 本番: https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk
• サンドボックス: 

https://test.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t5c000000o7Tk
2. Salesforce 開発者アカウントのユーザー資格情報を入力します。

［Informatica Cloud Real Time for Salesforce のアップグレード］ページで、次のいずれかのオプショ
ンを選択します。
• 管理者専用のインストール。Salesforce の管理者ユーザーのみがガイドを実行できるようにするには、

このオプションを選択します。
• すべてのユーザー用のインストール。Salesforce のすべてのユーザーが操作対象のオブジェクトでガ

イドを実行できるようにするには、このオプションを選択します。ほとんどの組織がすべてのユーザー
にアクセスを許可します。
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• 特定のプロファイル用のインストール。カスタムセキュリティを設定するにはこのオプションを選択し

ます。 
3. 必要に応じて、［コンポーネントの表示］をクリックすると、Managed Package の詳細なコンポーネント

を確認できます。

4. ［アップグレード］をクリックします。
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5. アップグレードが完了したら、［完了］をクリックします。 

注: アップグレードに時間がかかる場合は、インストールの完了時に電子メールが送信されることを伝え
るメッセージが表示されます。［完了］をクリックします。

［インストール済みパッケージ］ページが表示され、［インストール済みパッケージ］の下にアップグレー
ドした Managed Package が示されます。 

Salesforce Managed Package のアンインストールと削除
次の手順は、Salesforce Managed Package をアンインストールして削除する手順を示しています。
1. Salesforce 開発者アカウントにログインします。
2. ［設定］をクリックします。
3. ［クイック検索/検索］ボックスで、［インストール済みパッケージ］を検索します。
4. ［インストール済みパッケージ］ページで、［Informatica Cloud Real Time for Salesforce］をクリック

します。
注: Managed Packagepage をアンインストールする前に、Informatica Cloud Real Time for Salesforce
に依存するすべてのアーティファクトを必ず削除してください。例えば、カスタムページ、ボタン、ペー
ジレイアウト、Visualforce ページが該当します。

5. ページ上部の［アンインストール］をクリックします。
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すべてのパッケージコンポーネントのリストを示す［パッケージのアンインストール］ページが表示され
ます。

6. パッケージをアンインストールしてから 48 時間は、パッケージデータの保存を選択できます。［アンイン
ストール］をクリックします。

Informatica Cloud Real Time for Salesforce に依存するすべてのアーティファクトを削除しない場合、
アンインストールが失敗する可能性があります。

依存アーティファクトを削除し、再度パッケージをアンインストールします。
7. パッケージをアンインストールした後［インストール済みパッケージ］ページの［アンインストール済み

パッケージ］に［Informatica Cloud Real Time for Salesforce］パッケージが表示され、ステータスが
［実行中］と表示されます。

アンインストールの完了後、ステータスが［アンインストールの完了］と表示されます。

8. 管理パッケージを削除するには、［アクション］の下の［削除］をクリックします。
管理パッケージの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。［OK］をクリックします。
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詳細情報
詳細については、設計マニュアルにある、Salesforce のシステムサービス、リスナ、およびコネクタの使用方
法に関するセクションを参照してください。
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第  2  章

ガイドの実行 Salesforce 組織内で
のガイドの実行

この章では、以下の項目について説明します。
• ガイドの実行 Salesforce 組織内でのガイドの実行の概要, 18 ページ
• 接続アプリケーションガイドと Salesforce1 モバイルアプリケーションとの統合, 22 ページ
• 他の Salesforce 組織のデータへのアクセス, 31 ページ

ガイドの実行 Salesforce 組織内でのガイドの実行の概要
Salesforce 組織内でガイドを実行するには、アプリケーションの統合でガイドを作成し、［開始］ > ［適用対
象］プロパティで Salesforce オブジェクトを選択します。Salesforce 拡張ドメインで有効になっているコミ
ュニティサイトでガイドを開くことができます。
Salesforce でガイドを実行する前に、組織の準備を整えるためにいくつかのタスクを実行する必要がありま
す。
注: Informatica Intelligent Cloud Services℠に移行した場合は、Salesforce にログインして、関連する
Salesforce オブジェクトのページにガイドが表示されていることを確認します。ガイドが表示されない場合
は、Salesforce からログアウトして、ブラウザのキャッシュをクリアし、Salesforce にログインします。

手順 1: Salesforce Managed Package のインストール
Salesforce にログインし、Informatica Cloud Real Time for Salesforce パッケージをインストールします。
この Managed Package は、Informatica Intelligent Cloud Services を Salesforce アカウントに接続します。
この Managed Package のインストール方法については、「Salesforce Managed Package のインストール」  
(ページ 7)を参照してください。

手順 2: Salesforce 接続の作成
アプリケーションの統合にログインし、Managed Package をインストールした組織の Salesforce 接続を作成
してパブリッシュします。
注: 複数の Salesforce 接続がある場合、Salesforce オブジェクトに適用されるガイドを Salesforce から実行
するには、そのガイドに関連付けられている Salesforce 接続の一意名が Salesforce になっている必要があり
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ます。この一意名を表示するには、接続を右クリックして［プロパティの詳細］を選択します。ただし、使用
する Salesforce 接続は、Salesforce という名前の接続 1 つだけにすることをお勧めします。
次の図は、接続の一意名を示しています。

Salesforce 接続の作成方法については、オンラインヘルプのコネクタセクションで Salesforce コネクタガイ
ドを参照してください。

手順 3: ガイドの作成およびパブリッシュ
アプリケーションの統合にログインし、新しいガイドを作成します。
ガイドを Salesforce から実行する場合は、Salesforce オブジェクトに関連付ける必要があります。
1. ［開始］ステップのプロパティセクションで、［開始］ > ［適用対象］プロパティを Salesforce オブジェク

トに設定する必要があります。
2. ガイドを保存し、パブリッシュします。
注: プロパティを［ホーム］に設定した場合、ガイドが Salesforce の［ホーム］ページに表示されます。
次の図は、Salesforce の連絡先オブジェクトに適用されるガイドを示しています。
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手順 4: ガイドを表示するための Salesforce の設定
あるオブジェクトの Salesforce ページを設定して、関連するガイドを表示するには、Salesforce オブジェク
トのホームページにセクションを作成し、そのセクションにガイドを追加します。
1. Salesforce アカウントにログインします。 
2. ［すべてのタブ］をクリックし、ガイドの作成時に指定したオブジェクトを選択します。 

オブジェクトの［ホーム］ページが表示されます。

3. アプリケーションの統合を表示する項目を選択します。 
項目の詳細ページが表示されます。

4. ［レイアウトの編集］をクリックします。 
［レイアウト］ページが表示されます。

5. ［フィールド］ > ［セクション］を下のページレイアウト領域にドラッグします。 
［セクションのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。
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.
6. ［セクション名］フィールドに「Guides」と入力し、［OK］をクリックします。 

「Guides」という名前のセクションが、オブジェクトのページレイアウトに表示されます。

7. ページ上部から［Visualforce ページ］を選択し、ガイドを選択します。 
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8. ページの［Guides］セクションにガイドをドラッグします。 

この Salesforce オブジェクトに適用されるすべてのパブリッシュ済みガイドがリンクとしてここに表示さ
れます。リンクをクリックしてガイドを実行します。

接続アプリケーションガイドと Salesforce1 モバイルアプリケーションとの統合
Guide Designer を使用すると、ガイドを Salesforce1 モバイルアプリケーションに統合できます。このタイプ
の統合では、Salesforce 管理パッケージを接続アプリケーションとして使用する必要があります。
開始する前に
• Salesforce1 アプリをダウンロードします。
• Salesforce1 アプリにログインし、環境が正しく機能していることを確認します。
統合には次の手順が必要です。
1. Visualforce ページを作成し、モバイルアプリで有効にします。
2. Salesforce でオブジェクトの新しいアクションを作成します。
3. Salesforce でパブリッシャーアクションを有効にします。
4. Salesforce オブジェクトページに新しいアクションを配置します。
5. モバイルアプリが期待どおりに実行されることを確認します。
手順 1：Visualforce ページを作成し、モバイルアプリで有効にします
1. システム管理者として Salesforce 組織にログインします。
2. ［設定］メニューから、［アプリの設定］ > ［開発］ > ［ページ］　を選択します。
3. ［新規］をクリックします。
4. aeOpportunityGuideMobileEnabled などのラベルを入力します。
5. Salesforce モバイルアプリで利用可能か確認します。
6. 次に示すように、Visualforce マークアップを追加します。
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ホームガイドのマークアップをします。
<apex:page sidebar="false" showHeader="false" standardStylesheets="false"         cache="true" expires="300" docType="html-5.0" > <head>   <meta name="viewport" content="width=device-width, initial-scale=1,          maximum-scale=1.0, user-scalable=no" />       </head> <body style="margin: 0px; padding:0px;">   <icrt:AeSalesGuides sf1="navigation" objectType="_any"         objectId="{!$User.Id}" extraInfo="Home Guides" nothingOnDone="true"           match="Role={!JSENCODE(SUBSTITUTE($UserRole.Name, ",", ""))},               Profile={!JSENCODE(SUBSTITUTE($Profile.Name, ",", ""))}" /> </body></apex:page>
アカウントガイドのマークアップをします。
<apex:page standardController="Account" sidebar="false" showHeader="false"     standardStylesheets="false" cache="true" expires="300" docType="html-5.0" > <head>   <meta name="viewport" content="width=device-width, initial-scale=1,          maximum-scale=1.0, user-scalable=no" />       </head> <body style="margin: 0px; padding:0px;">    <icrt:AeSalesGuides sf1="publisher" objectType="Account"          objectId="{!Account.Id}" extraInfo="{!JSENCODE(Account.Name)}"          match="Role={!JSENCODE(SUBSTITUTE($UserRole.Name, ",", ""))},              Type={!JSENCODE(SUBSTITUTE(Account.Type, ",", ""))},              Industry={!JSENCODE(SUBSTITUTE(Account.Industry, ",", ""))}"/>  </body></apex:page> 
他のオブジェクトの場合、使用するオブジェクトの Visualforce ページコードを調整します。

7. ［クイック保存］ をクリックして、エラーがないことを確認します。
手順 2：オブジェクトの新しいアクションを作成する
1. ［設定］メニューから、操作するオブジェクトの［アプリの設定］オプションを選択します。たとえば、 

［アプリの設定］ > ［カスタマイズ］ > ［商談］ > ［ボタン］、［リンク］、および［アクション］。
2. ［新しいアクション］ をクリックし、ステップ 1 で作成した Visualforce ページを追加します。
手順 3：パブリッシャーアクションを有効にする
1. ［アプリの設定］ > ［カスタマイズ］ > ［Chatter］ > ［設定］を選択します。
2. ［パブリッシャーアクション］セクションで、 ［パブリッシャーアクションを有効にする］をオンにしま

す。
手順 4：オブジェクトページに新しいアクションを配置する
1. ［アプリの設定］ > ［カスタマイズ］ > ［ページレイアウト］ > ［商談］を選択します。
2. ［編集］をクリックします。 ［アクション］リストで新しく定義されたアクションを見つけます。
3. パブリッシャーアクションのセクション内の場所に、アイテムをドラッグアンドドロップします。これは、

ポストアクションの前です。
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4. レイアウトを［保存］します。
手順 5：検証
SFDC1 モバイルアプリで新しく追加されたアクションを確認します。
1. モバイルアプリにログインします。
2. ［商談］ を選択します。
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3. 「+」ボタンを押すと、「CE プロセスアプリ」アクションを含むパブリッシャーアクションが表示されま
す。
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4. CE Process Apps を押して、Designer Visualforce ページを表示します。ロードに数秒かかる場合があり
ます。
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モバイルデバイスで実行するようにマークされたガイドのリストが表示されます。
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5. これらのガイドのいずれかを選択して、正常に実行されるかどうかを確認してください。

Salesforce1 アプリの作成
1. Visualforce タブを作成する
2. それをモバイルナビゲーションメニューに追加します。
3. 新しいタブを追加し、作成した Visualforce ページを追加します。

a. ［設定］>［作成］ > ［タブ］を選択します。
b. ［Visualforce］タブセクションで、［新規］をクリックします。
c. Visualforce ページのドロップダウンリストで、前の手順で作成したページを選択します。
d. タブラベルのフィールドに、ラベル名を入力します。このラベルは、Salesforce1 のナビゲーション

メニューに表示されることに注意してください。
e. タブスタイルのフィールドをクリックして、スタイルを選択します。このスタイルのアイコンは、

Salesforce1 ナビゲーションメニューのページのアイコンとして表示されます。
f. ［次へ］をクリックします。
g. ［次へ］ をクリックして、デフォルトの可視性を受け入れます。
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h. ［タブを含める］ チェックボックスをオフにして、組織内のどのアプリにもタブが含まれないように
します。このタブは、ユーザーがモバイルデバイスで表示しているときにのみ表示されるようになり
ます。

i. ［保存］をクリックします。
j. ［Visualforce］タブセクションの［カスタム］タブ画面で、作成した新しいタブの横にある ［編集］ 

をクリックします。

4. ナビゲーションメニューに新しいタブを追加します。ここでは、それはナビゲーションメニュー項目とし
て追加されます。それをアクセスする Salesforce1 アプリユーザーが、すぐにそれを利用できるようにな
ります。
a. ［設定］> ［モバイル管理］ > ［モバイルナビゲーション］を選択します。
b. 新しく追加されたタブを選択し、 ［追加］ をクリックして、右側の選択リストに移動します。
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c. ［保存］をクリックします。
5. Salesforce1 ユーザーがログインすると、ナビゲーションメニューに［CE Opportunities］メニュー項目

が表示されます。
6. アプリを開いてテストします。Salesforce1 のサイドメニューを開くと、このメニューに［Visualforce］

タブを表示されています。
注：ページがすぐに表示されない場合は、アプリのキャッシュをクリアする必要がある場合があります。

他の Salesforce 組織のデータへのアクセス
Salesforce コネクタを管理対象パッケージに追加したら、ガイドおよびプロセス内から Salesforce オブジェ
クトにアクセスできます。Salesforce 組織で別の組織のデータにアクセスするためのガイドまたはプロセスが
必要な場合は、次の追加の設定行います。
• ガイドを実行する組織でガイドの設定を行います。
• アクセスする必要がある他の Salesforce 組織用に追加の接続を作成します。
• Salesforce オブジェクトを使用するガイドでは、オブジェクトはプライマリガイドの組織からのものです。

追加した他の接続を使用して、ガイドまたはプロセス内の他の組織からオブジェクトにアクセスします。
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第  3  章

方法
この章では、以下の項目について説明します。
• リードおよび連絡先の重複の確認, 32 ページ
• 電子メールのアクション（Salesforce）, 36 ページ

リードおよび連絡先の重複の確認
新しいリードまたは連絡先を入力する際、それらがすでに存在するかどうかを確認出来ます。このトピックで
は、その方法を説明します。
最終的なガイドは次のようになります。

手順 1: ガイドプロパティの設定
これは非常に重要な手順です。ガイドはなんらかのデータにアクセスする必要がありますが、それらのデータ
を入力するフィールドは存在しません。ガイドはオブジェクトと関連付けられないためです。［ガイドフィール
ド］タブを使用すると、Guide Designer がこのデータを格納するために使用するフィールドを作成出来ます。
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フィールドができたらステップに挿入でき、ユーザーが入力するデータを検索で使用出来ます。
作成されたフィールドは次の 3 つです。
• 名の検索
• 姓の検索
• リードリストの検索
最初の 2 つのタイプがテキストで、最後がオブジェクト ID になっています。Guide Designer が名前を検索し
ます。見つかった名前には、名前と関連付けられたオブジェクト ID もあります。つまり、これで対象人物が見
つかりました。
オブジェクトと直接関連付けられないガイドの作成を設定することも出来ます。また、これをホームページに
配置して、ユーザーが開始出来るようにすることも必要です。
手順 2: 名前を入力するための画面ステップの作成
ユーザーが氏名を入力するための画面ステップを作成します。

リードおよび連絡先の重複の確認       33



選択リストを使用して、2 つの更新可能フィールドを挿入します。［ガイドフィールド］タブで定義された 3 つ
のフィールドが表示されている点に注目します。
手順 3: リードを選択するための画面ステップの作成
この手順では、次の図に示すように、挿入したフィールドのプロパティを設定する必要があります。
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ステップに、オブジェクトクエリからコンテンツを取得したリストが表示されます。このクエリは、前のステ
ップでクエリの Where 句の一環として入力したフィールドのコンテンツを使用します。
波括弧（{}）内の情報を気にする必要はありません。［条件の追加］ダイアログを使用する場合は、Guide 
Designer によって自動的に追加されます。

Guide Designer は、このステップを実行すると、4 列のテーブルを表示します。［カラムの表示］領域に 3 列
が入力され、4 つ目のカラムにはラジオボタンが含まれます。リードがテーブル内にある場合、ユーザーはい
ずれかを選択します。
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手順 4: 何かが返されたか
前のステップを実行した後、［リードリストの検索］フィールドの値が設定されます。ここで、フィールドが

「設定」されたか「設定解除」されたかをテストする（何かが見つかった、または見つからなかったことを示
す）ディシジョンステップを追加出来ます。

手順 5: 次のステップ
後は、ディシジョンステップに続くステップを作成するだけです。この例では、リードが存在しなかった場合
と存在した場合のブランチが続きます。

電子メールのアクション（Salesforce）
このトピックは、Salesforce が提供する電子メールのアクションについて説明します。
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テンプレートを使用した電子メールの送信および自由形式の電子メールの送信
［テンプレートを使用して電子メールを送信］と［自由形式の電子メールを送信］は、どちらも電子メールを送

信するという意味でよく似ています。違いは、テンプレートには電子メールの件名と本文が含まれており、自
由形式の電子メールではそれらを自分で追加する必要があるという点です。
• テンプレートを使用する場合は、情報源となるオブジェクトまたは電子メールアドレスを指定する必要があ

ります（両方は指定しません）。どちらも指定しない場合、電子メールは現在のオブジェクト内にあるアド
レスに送信されます。

• テンプレートがない場合は、件名とメール本文を追加する必要があります。オブジェクトまたは電子メール
アドレスを指定します（両方は指定しません）。どちらも指定しない場合、電子メールは現在の人物に送信
されます。

注: 他のステップとは異なり、電子メールのステップは、履歴で前のステップを選択したり、バックアップに戻
ってもロールバックできません。この電子メールはすでに送信済みであるためです。また、このステップまた
はそれより前に実行されたステップに戻ると、電子メールは再び送信されます。
テンプレートを使用してもユーザーにとっては柔軟性に欠けるため、ニーズに合ったテンプレートがあっても、

［テンプレートを使用して電子メールを送信］より［自由形式の電子メールを送信］の方が通常は有用です。た
だし、テンプレートを使用して、ユーザーがテンプレートを変更できるようにする方法もあります。これは、

［自由形式の電子メールを送信］サービス呼び出しステップを使用して、メール本文のソースを［画面］に設定
することで行えます。次に、本文の入力フィールドをダブルクリックして電子メールのテンプレートを挿入し、
フィールドのデフォルト値にします。このデフォルト値には、ガイドから使用できるどのオブジェクトのフィ
ールドを含めることもできます。ユーザーには、ステップ内でテンプレートが HTML エディタに表示されま
す。このとき、テンプレートで使用されるフィールド値にはデータが挿入されています。
電子メールには添付を追加できます。添付はすべてファイルですが、Salesforce は配置場所と使用方法に応じ
てそれらの添付を区別します。
• アタッチメント添付: Salesforce の添付リストで指定されたファイル。これらのリストは、一部のオブジェ

クトの詳細ページに表示されます。これらの添付にはフィード添付を含めることができます。
• コンテンツ添付: 共有およびパブリッシュされる企業のファイル。これらのファイルは通常、同僚と共有さ

れたり、顧客に送信されます。例えば、Google Docs などです。
• ドキュメント添付: サイト内の他のユーザーが Web に配置した Web リソース。ドキュメント添付に含まれ

る情報には、ロゴ、グラフィックス、テンプレートファイルなどがあります。
• ファイル添付: 自分がアップロードしたファイル。これらは最初はプライベートなファイルですが、同僚と

共有することもできます。
［イベントの iCal メールの送信］アクション

このアクションは、Salesforce イベントとして作成されたミーティングについて、カレンダの招待状を電子メ
ールで（iCalendar 形式で）送信します。日時はイベントの日時と同じです。Salesforce サイトへのログイン
権を持つ電子メール受信者は、Salesforce 内のイベントへのリンクを含む iCalendar ファイルを受信します。
イベントが割り当てられる Salesforce ユーザーは、クリックするとイベントのガイドが開始するリンクを受け
取ります。
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［イベントの iCal メールの送信］サービス呼び出しステップは、最大 6 つのフィールドを使用します。最初の
4 つは必須フィールドです。あとの 2 つはオプションのフィールドです。次の図は、ステップの［入力］タブ
に表示されるこれらのフィールドを示しています。
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これらのフィールドを次に説明します。
• イベント: イベントへの参照であるオブジェクト ID。この ID は Process Designer によって指定されます。

この図では、ID は現在のアクティビティ ID のものです。別のフィールドを選択することもできます。例え
ば、他のイベントの ID を選択できます。

クエリを使用してイベントを選択することもできます。
• 割り当て済みユーザーに送信: 選択すると、Salesforce 内に保存されている、イベントが割り当てられたユ

ーザーの電子メールアドレスに電子メールが送信されます。
• 連絡先またはリードに送信: 選択すると、Salesforce に保存されている、このイベント用のリードまたは連

絡先の電子メールアドレスに電子メールが送信されます。
• 他の招待客に送信: 選択すると、Salesforce に保存されている、このイベント用にリストされたユーザー、

リード、または連絡先の電子メールアドレスに電子メールが送信されます。
• 他の受信者: イベントに招待する他の人物の電子メールアドレスをセミコロンで区切ったリスト。
• 本文: 送信済みのリンクの後に電子メールに挿入するオプションのテキスト。
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第  4  章

Salesforce のカスタマイズ
この章では、以下の項目について説明します。
• Salesforce ページのカスタマイズと作成, 41 ページ
• Guide Designer で Salesforce ページをカスタマイズするための属性, 44 ページ
• ガイドを起動するためのボタンまたはリンクの作成, 45 ページ
• ユーザーによる［新規］のクリック時にガイドを実行, 52 ページ
• Salesforce ページへのガイド領域の追加, 52 ページ
• サービスステップと検索サービスの実装, 57 ページ

Salesforce ページのカスタマイズと作成
Visualforce ページの定義は、ほとんどの一般的な Salesforce オブジェクトに使用できます。一方、ガイドを
起動する他のオブジェクトを使用することも、独自のオブジェクトを作成することもできます。このトピック
では、Visualforce ページを作成して使用する方法について説明します。この例では、CampaignMember オブ
ジェクトを使用します。このプロセスは簡単で、3 つの手順のみが含まれています。Salesforce API のバージ
ョン 27 を使用している場合は、このトピックの最後にある注をお読みください。
注：このセクションでは、そこに示されている詳細の一部を省略しているので、より完全な説明については 

「Salesforce ページへのガイド領域の追加」  (ページ 52) を参照してください。
1. Campaign Member Sales Visualforce ページを作成します。追加するマークアップは次のとおりです。

<apex:page standardController="CampaignMember">     <icrt:AeSalesGuides objectType="CampaignMember" objectId="{!CampaignMember.Id}"/></apex:page>
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2. Visualforce ページを保存したら、Campaign Member のページレイアウトを編集します。
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3. 新しいページをページレイアウトのセクションに追加します。

Salesforce API のバージョン 27
Salesforce API のバージョン 27 を使用していて、次のようなコードを使用して、 AeSalesGuides Visualforce コ
ンポーネントを埋め込む Visualforce ページを作成している場合は、
<apex:page standardController="Account">   <c:AeSalesGuides objectType="Account" objectId="..."/></apex:page>
Salesforce は、次のエラーを表示します。
Error: <apex:attribute assignTo> cannot be same as the <apex:attribute name> ( objectId )
このエラーにより、ガイドのある新しい Salesforce ページを作成できなくなります。
次は http://salesforce-walker.blogspot.com/2013/02/sprin-13-release-notes-in-visualforce.html からコピ
ーされます。
カスタムコンポーネントの属性名のコンパイル時チェックは、次の通りです。
Spring '13 リリースには、カスタム Visualforce コンポーネント属性に、assignTo 値と同じ名前を付けないよ
うにする新しいコンパイル時チェックがあります（コンポーネントのコントローラーのプロパティまたはメソ
ッドを参照できます）。このチェックにより、ランタイムエラーを引き起こす可能性のある多くのプログラミン
グエラー（バグ）が防止されます。この変更はバージョン管理されているため、新しい動作を有効にするには、
Visualforce コンポーネントとそれらを含むページを API バージョン 27.0 に更新する必要があります。以前
は、 assignTo 値と同じ名前の属性を持つカスタムコンポーネントを作成できました。
次に例を示します。
<apex:component><apex:attribute name="currentpagename" type="string"     assignTo="{!currentpagename}"     description="This component can't be saved."/>
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このコンポーネントは許可されなくなりました。
</apex:component>
Force.com Visualforce：
このコンポーネントを API バージョン 27.0 でコンパイルするには、属性名または assignTo 値を変更します

（コントローラーのメソッドまたはプロパティも変更する必要がある場合があります）。次に例を示します。
<apex:component><apex:attribute name="thepagename" type="string"         assignTo="{!currentpagename}"         description="This component saves just fine."/>This component is OK!</apex:component>
注：新しいコンパイル時チェックを有効にするには、両方のコンポーネントとそれらが表示されるページを、
API バージョン 27.0 に更新する必要があります。

Guide Designer で Salesforce ページをカスタマイズするための属性
Guide Designer で Visualforce ページを操作する場合、次の属性を使用できます。例については、 

「Salesforce ページのカスタマイズと作成」  (ページ 41)を参照してください。

名前 タイプ 説明
alwaysNewGuide Boolean このフラグを使用すると、他の実行中のガイドとの相関関係が回避されるた

め、開いているガイドは常に最初から始まります。
closeOnDone Boolean ユーザーが完了をクリックしたときにウィンドウが閉じられる場合は、

True です。これは、ガイドが独自のウィンドウで起動されるときに使用さ
れます。

entryIds 文字列 表示されるエントリ ID のカンマ区切りリストです。
extraInfo 文字列 レポート目的のために、Informatica Cloud Real Time レポートに表示され

る追加情報はここにあります。
guideName 文字列 表示されるガイドに名前を付けます。
height 文字列 ガイド領域 iframe のオプションの高さです。この属性を使用しない場合、

デフォルトはコンテナの 100％です。
id 文字列 ページ内の他のコンポーネントがコンポーネントを参照できるようにする識

別子です。
match: 一致 文字列 表示されるタグのコンマ区切りリストです。これらのタグのいずれも含まな

いガイドは、ユーザーのリストから除外されます。タグは、Status：Warm な
どのフィールド値にできるため、静的フィルタリングと動的フィルタリング
の両方が可能です。

nothingOnDone Boolean ユーザーが[完了]をクリックしたときに、ブラウザーページが現在の場所に
とどまることを示します。ただし、完成したガイドのタブは閉じられていま
す。
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名前 タイプ 説明
objectId 文字列 ガイドのコンテキストとして使用されるオブジェクトの ID です。 たとえ

ば、使用アカウントの Account.Id です。このパラメータは必須です。
objectType 文字列 ガイドが使用されるレコードのタイプです。 たとえば、アカウントで使用

する場合は アカウント に設定します。このパラメータは必須です。
openIfOne Boolean 表示するガイドが 1 つだけの場合は、ガイドを開いて、ガイドナビゲータ

ーを表示しないでください。
注: この設定に関係なく、 guideName 属性が設定されている場合、これは常に
当てはまります。

rendered Boolean コンポーネントがページにレンダリングされるかどうかを指定するブール値
です。指定されていない場合、この値はデフォルトで true になります。

showCategories Boolean True の場合、タグをカテゴリとして表示します。等号を含むタグとピリオ
ドで始まるタグは表示されません。

topLevelWindow Boolean False の場合、「新しいウィンドウで開く」リンクが表示されます。True は、
ガイドナビゲータがトップレベルウィンドウであることを意味します。デフ
ォルトは false です。

useResponsive Boolean 名前付きのモバイルガイドをデスクトップまたはタブレットに読み込むとき
にこのフラグを使用すると、実行できます。

width 文字列 ガイド領域の iframe の幅です。値を指定しない場合、デフォルトはコンテ
ナの 100％です。

ガイドを起動するためのボタンまたはリンクの作成
このトピックは、Salesforce オブジェクトからガイドを起動するボタンまたはリンクの作成方法について説明
します。これを実行するための手順は次のとおりです。
1. Visualforce ページを作成します。
2. Visualforce ページのセキュリティ設定を更新します。
3. 対象となる Salesforce オブジェクト用のボタン（またはリンク）を作成します。
4. ボタン（またはリンク）をオブジェクトのページレイアウトに追加します。
例を使ってこれらの手順を示します。この例では、［ケースの処理］ガイドを起動するためのボタンを追加しま
す。次に示すのは、このガイドの［ガイドのプロパティ］ダイアログの［全般］タブです。
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Visualforce ページの作成
Visualforce Markup を次のように設定します。
<apex:page standardController="Case">        <icrt:AeSalesGuides guideName="Handle Case" objectType="Case"        objectId="{!Case.Id}" height="600px"/></apex:page>
注: ガイドの［名前］の値が、［ガイドのプロパティ］ダイアログで設定した名前と一致するようにします。
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Visualforce ページのセキュリティの更新
作成したばかりのページの［セキュリティ］リンクをクリックします。
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［使用可能なプロファイル］のリストに表示されたプロファイルを［有効なプロファイル］リストに 1 つ以上追
加します。

変更を保存します。
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ページレイアウトの更新
左側の［ケース］>［ページレイアウト］を選択します。［ケースページレイアウト］ページで［編集］をクリ
ックし、ボタン（またはリンク）を配置するページを表示します。
注: ページレイアウトにカスタムリンクを追加するには、パレットの［カスタムリンク］カテゴリを選択し、1
つ以上のカスタムリンクを、パレットからページレイアウトの［カスタムリンク］セクションにドラッグしま
す。
この後のエントリで、Visualforce ページではなく、左側のボタンが選択されている点に注目します。

変更を保存します。

Salesforce ページでのボタンの作成
［カスタムのボタンおよびリンク］領域内で、［新規］をクリックして新しいボタンを作成します。
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次のようにボタンの詳細を設定します。［詳細ページボタン］、［動作］、および［コンテンツソース］がどのよ
うに設定されているかに注目します。［コンテンツソース］は、前に作成した Visualforce ページに設定する必
要があります。
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注: リンクの作成方法も同様で、［詳細ページボタン］の代わりに［詳細ページリンク］を選択し、以降の指示
に従って、ボタンの代わりにリンクを使用します。

ガイドの起動
ケースを開いて、新たに追加された［ケースの処理］ボタンを確認します。

ガイドを起動するためのボタンまたはリンクの作成       51



ユーザーによる［新規］のクリック時にガイドを実行
Salesforce ユーザーは、［新規作成］の選択リスト、ボタン、またはリンクを使用して、新しいオブジェクト
を作成できます。

ユーザーがいずれかを選択すると、ユーザーが情報を入力するためのページが表示されます。ユーザーがガイ
ドを実行するように設定するには、標準オブジェクトに対してこれらのアクションを上書きします。以下はそ
の手順です。
1. オブジェクトの［ボタンおよびリンク］設定ページに移動します（例: ［App の設定］>［カスタマイズ］

>［商談］>［ボタンおよびリンク］）。
2. 表示されたテーブル内で［新規］行を見つけ、［編集］をクリックします。
3. ［新規］アクションを上書きする Visualforce ページを選択します。
4. ガイドを実行する Visualforce ページを作成します。例えば、［商談の作成］ガイドを実行する場合は、こ

れを実行する次のようなページを作成します。
<apex:page sidebar="false"  showHeader="false">    <icrt:AeSalesGuides objectType="_any" objectId="{!$User.Id}"         guideName="Create Opportunity"/></apex:page>

Salesforce ページへのガイド領域の追加
このトピックでは、ユーザーの Salesforce ホームページに Guide Designer ウィザードを追加する方法につい
て説明します。
ホームページへのガイド領域の追加
1. Salesforce の右上隅にある［設定］メニューを開きます。表示されたページから ［アプリの設定 ] > [ カ

スタマイズ］ > [ ホーム］> [ ホームページレイアウト ]を選択します。これらは両方とも次の図に示され
ています。
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2. [ 編集］ をクリックして、ホームページを変更します。複数のページがある場合があります。［ホームレイ
アウトの編集］ページで ［Select Wide Components to Show］ 領域に移動し ［Guide Designer 
Wizards］ チェックボックスをオンにします。［次へ］をクリックします。

3. Guide Designer Wizards コンポーネントを、ページ上で表示する位置に配置します。完了したら ［保存］
をクリックします。

Guide Designer Wizards コンポーネントを追加すると、このページを表示するすべてのユーザーに対して領域
が表示されます。PC または Mac では、ユーザーには、実行時の設定が ［スマートフォン］に設定されている
ウィザードは見えません。同様に、スマートフォンユーザーには ［実行時 ] 設定が ［デスクトップ/タブレッ
ト］のウィザードは見えません。
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Salesforce ページへのガイドの追加
このトピックでは、ページ上のガイド領域へのインストール方法について説明します。 つまり、これは、ホー
ムページを除くすべてのページにガイド領域をインストールする方法です。
1. 任意のページで ［名前］ > [ 設定］ を選択します。表示されたページから ［アプリの設定 ] > [ カスタマ

イズ］ > [ ホーム］> [ ホームページレイアウト ]を選択します。これらは両方とも次の図に示されていま
す。

2. Visualforce ページを選択します。右側の領域内で、セクションをドラッグして、ガイドを表示する場所に
配置します。
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3. 表示されたダイアログに入力して、セクションの属性を設定します。

4. ガイドを新しく作成したガイド領域にドラッグします。
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5. 変更を保存して、完了します。この ガイド領域 は、すべてのケースページに表示されます。
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サービスステップと検索サービスの実装
このトピックでは、サービスステップを作成して、Salesforce Apex クラスからサービスを検索する方法につ
いて説明します。
注: サンプルの自動化ステップとサンプルの検索サービスを含む archive file をダウンロードできます。

Apex ベースのサービス呼び出しステップ
IAeAutomatedStepService インタフェースを実装する Apex クラスを使用して、新しいサービス呼び出しステ
ップを作成できます。
IAeAutomatedStepService インタフェース
新しいサービスを作成するには、まず次の 2 つのインタフェースメソッドを実装します。
• describe()
• invoke()
describe()

services.xml のメタデータを含む AeServiceDescription を返します。
invoke()

実行時に呼び出されます。
以下に例を示します。
global class icrtStep_EchoService implements                          IAeAutomatedStepService {    global AeServiceDescription describe() {          // called during synchronization        }
       global AeServiceResponse                invoke(AeServiceRequest aRequest) {          // called at runtime       }}
Apex 自動化ステップを使用したサービス検出
Salesforce の組織を同期すると、Apex サービスは自身のクラス名に基づいて検出されます。クラス名が

「icrtStep」で始まる場合、サービスステップ（「Apex 自動化ステップ」）として認識されます。例えば、
「icrtStep_EchoService」という Apex クラスはサービスです。

プロセスオブジェクトまたはオブジェクトリストは、その他のプロセスのプロセスオブジェクトの入力または
出力と同様に、JSON ペイロード形式にシリアル化されます。これらは Apex に送信され、Apex 内の
System.JSON クラスが JSON を解析できます。
プロセスオブジェクトを返すには、出力を「reference」または「objectlist」として定義し、オブジェクトを
JSON にシリアル化して、Process Designer がそれらを変換してプロセスオブジェクトに戻せるようにしま
す。
例えば、出力パラメータは次のようになります。

global AeServiceDescription.AeServiceParameterDesc        output = sDescription.addOutputParameterDesc('objOutput', 'reference');       output.addParameterOption('referenceTo','Account');
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サービスインタフェース
Apex サービスは次の 2 つのメソッドを実装する必要があります。
• describe()
• invoke()
describe()

クラウドサービスで使用するために検出された情報を提供します。
次のフィールドを持つ AeServiceDescription のインスタンスを返します。

フィールド 説明
serviceType サービスのタイプ。サービスステップまたは検索。
namespaceQualifier 組織固有の名前空間。
name サービスクラス名。
displayName ユーザに表示される名前。
description サービスを説明するテキスト。
inputParameter (0..n) 入力パラメータの説明のリスト。

(AeServiceDescription.AeParameterDesc)
outputParameter (0..n) 出力パラメータの説明のリスト。

(AeServiceDescription.AeParameterDesc)

invoke()
サービスの実行時の動作を実装します。

パラメータ 説明
objectId ホストのコンテキストの［適用対象］オブジェクトの ID。
objectType ホストのコンテキストの［適用対象］オブジェクトのタイプ。
parameter (0..n) AeServiceParameter の名前/値ペアのリスト。

AeServiceRequest のインスタンスを入力とします。
次のフィールドを持つ AeServiceResponse のインスタンスを返します。

フィールド 説明
parameter (0..n) AeServiceParameter の名前/値ペアのリスト。
errorInfo.AeErrorInfo エラー情報を提供します。これを使用して、サービス内でキャッチされない

フォールトを返すことなく、エラー情報をリレーできます。
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フィールド 説明
errorInfo.errorMessage エラーメッセージです。
errorInfo.invalidData フィールドレベルのエラーの詳細です。

カスタム検索サービス
検索サービスを Apex クラスとして実装できます。検索サービスは、ステップサービスと同じインタフェース
と検出メカニズムを使用しますが、次の点が異なります。
• AeServiceDescription で検索するために、次のようにサービスタイプを設定します。

AeServiceDescription.serviceType = 'search';
• データを返す出力パラメータである検索結果が 1 つ存在する必要があります。
• valuelist を返すため、invoke()メソッドは、返されるオブジェクトの名前/ID を表す名前/値のペアを返す

必要があります。
次の例では、OwnerId でフィルタ処理されたアカウント参照の valuelist を返しています。
List<Account> accountList =     [SELECT Name, id FROM Account WHERE OwnerId =:userRef LIMIT 20];      for (Account account: accountList)      {         // For a search service, return name/id as parameters         response.addParameter(account.Name, account.Id);      }

Salesforce 接続の再パブリッシュ
カスタムの自動化ステップと検索サービスを表示するには、アプリケーション統合から Salesforce 接続を再パ
ブリッシュする必要があります。
注: Salesforce 接続を再パブリッシュする必要があるのは、クラスを変更したときではなく、クラスインタフ
ェースを変更したときです。
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第  5  章

モバイルガイド
この章では、以下の項目について説明します。
• モバイルガイド概要, 60 ページ
• スマートフォンの設定, 61 ページ
• スマートフォンの連絡先, 61 ページ
• スマートフォンのカレンダーエントリ, 63 ページ

モバイルガイド概要
スマートフォンで実行するガイドを作成するときに使用する手順は、PC または Mac で実行するガイドを作成
するときに使用する手順と同じです。
ただし、画面が小さいとデザインに次のような影響があります。
• 通常、モバイルフォームには表示領域が限られているため、いくつかのフィールドがあり、より多くのステ

ップがあります。
• モバイルガイドのフィールドの順序は、一度に表示されるアイテムの数が限られているため、非常に重要で

す。
• サイズの制約により、画像の使用はより制限されます。
• 多くの場合、ガイドは、ユーザーに提供された URL またはユーザーが作成した URL から起動されます。
• ユーザーは電話の音声処理ソフトウェアを使用することに注意してください。
• 入力はモバイルデバイスではあまり便利ではありません。可能であれば、ユーザーがリストまたはチェック

ボックスからデータを選択できるようにします。
• デスクトップ/タブレットとして実行設定を使用してガイドを設計し、設計が完了したら設定をスマートフ

ォンに変更できます。
• 携帯電話とより大きなデバイスの両方で実行するためのガイドが必要な場合、両方のデバイスタイプで使い

やすくするために、組み込みの手順で作業の多くを行うことができます。
• Guide Designer では、すべてのガイド（埋め込みガイドを含む）に［実行時］設定が必要です。しかし、

実行時には、埋め込みタスクに設定された実行値を使用し、埋め込みガイドの実行設定を無視します。
• 電話の種類とオペレーティングシステムによっては、ユーザーがテキストをフォーマットする機能が制限さ

れる場合があります。
スマートフォンのブラウザを使用して、Android スマートフォンまたは iPhone でガイドを実行できます。
注: ガイドは、ガイド用に選択されたデバイスタイプ（スマートフォンまたはデスクトップ/タブレット）での
み表示および実行されます。
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スマートフォンの設定
このトピックでは、ガイドのユーザーがスマートフォンのブラウザーでガイドを起動するアイコンをインスト
ールする方法について説明します。
iPhone でウィザードを使用する
iPhone では、ユーザーは次のことを行う必要があります。
1. Guide Designer の Cookie を有効にします。設定されていない場合は、［iPhone の設定］に移動し、 

［Safari］> ［Cookie を受け入れる］ を ［常に］に設定します。
2. Safari を開き、Salesforce にログインします。ほとんどの場合、 http://login.salesforce.com/に進みま

す。
3. ログイン後、 ［ホーム］ タブが選択されていない場合は選択します。小さい場合もありますが、Guide 

Designer ウィザード領域が表示されます。
4. Guide Designer ウィザード領域の New Window ボタンをタップします。ガイドのリストが独自のウィン

ドウに表示され、読みやすくなります。
5. iPhone アイコンをタップすると、ページをブックマークしたりホーム画面に追加したりできます。
Android フォンでウィザードを使用する
Android フォンでは、ユーザーは、次を行う必要があります。
1. ブラウザを開き、Salesforce にログインします。ほとんどの場合、 http://login.salesforce.com/END に

進みます。
2. ログイン後、 ［ホーム］ タブが選択されていない場合は選択します。小さい場合もありますが、Guide 

Designer ウィザード領域が表示されます。
3. Guide Designer ウィザード領域の New Window ボタンをタップします。ガイドのリストが独自のウィン

ドウに表示され、読みやすくなります。
4. URL バーの右側にあるスターをタッチし、おそらくページ名を編集し、 ［ブックマーク］ または ［追

加］ メニューのフォルダーをタップして、 ［OK］をタップします。
詳細については、Google サポートサイトのドキュメントを参照してください。

スマートフォンの連絡先
携帯電話のセットアップウィザードは、連絡先ページに vCard ボタンを追加します。
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このボタンを押すと、Salesforce に vCard ファイル（拡張子は .vcf ）を作成し、ブラウザに送信するよう指
示します。ほとんどのブラウザでは、ファイル名をクリックして個人の連絡先に連絡先を追加します。
• Firefox：名前は ［ダウンロード］ ダイアログにあります。
• Chrome：ウィンドウのフレーム内の下部に名前があります。
• Internet Explorer：表示されたダイアログボックスから実行できます。
読み込まれた後、連絡先マネージャーで確認できます。たとえば、Microsoft Outlook 内の連絡先です。Web
ページのアドレスリンクに注意してください。

このリンクは、次の図の左側の電話である連絡先マネージャーと同期した後、スマートフォンのこの連絡先に
も表示されます。リンクをクリックすると、携帯電話のブラウザが開き、この連絡先に使用できるガイドが表
示されます。ガイドのリンクをクリックして、ガイドの最初のステップを開くことができます。ガイドが 1 つ
しかない場合、このガイドが表示されます。
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注：このリンクを使用すると、モバイルガイドのみが表示されます。PC のブラウザーで表示するように設計さ
れたガイドは表示されません。同様に、PC または Mac を使用しているときに Outlook などの連絡先マネージ
ャーを使用しているときにこのリンクをクリックすると、ガイドデザイナーにモバイル以外のガイドのみを表
示するよう指示されます。

スマートフォンのカレンダーエントリ
スマートフォンのサポートが Guide Designer に追加されたとき、設定ウィザードは、Salesforce カレンダー
イベントページに ［招待メール］ ボタンを追加しました。
注：このボタンは、すでに作成されたイベントに関する情報を表示するときに Salesforce が表示するページに
のみ表示されます。イベントの作成に使用するフォームを含むページには表示されません。
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このボタンを選択すると、ウィザードは、iCal ファイルを作成するウィザードを表示します。ウィザードの完
了後、Guide Designer は、特定した人にメールを送信します。多くの場合、iCal ファイルが添付されます。実
際には、2 つの異なる iCal ファイルを送信します。実行後、まず最初に、そのイベントをカレンダー上に配置
します。また、そこにはイベントのホストが使用するガイドへのリンクもあります。次に、イベントに参加し
ていて、Salesforce オブジェクトで識別されている人に iCal ファイルを送信します。この iCal ファイルは、
イベントをカレンダーに、単に配置するだけです。また、そこには追加したテキストも含まれています。
Salesforce オブジェクトで、その人が識別されない場合には、ウィザードはあなたが入力したテキストを、単
に送信するだけです。
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この手順で選択を行い、おそらく追加の受信者を追加したら、 ［続行］ タンをクリックして招待状を送信しま
す。ウィザードは、iCalendar ics ファイルをメールに添付します。受信者が受信したメール内でクリックする
と、イベントが受信者のカレンダーに追加されます。イベントオーナーには、ガイドナビゲーターへのリンク
もあるため、若干異なるメールが届きます。リンクを含む Microsoft Outlook の例を次に示します。

スマートフォンのカレンダーエントリ       65



iPhone では、次の図の左の画面に示されているイベントデータを受け取ります。このリンクをタップすると、
ウィザードは、最初の手順をスマートフォンに送信します。これは右の画面に表示されます。
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Android Phone での iCal ファイルのインポート
Android フォンは、デフォルトで iCal ics ファイルをサポートしていません。代わりに、Android は、Google 
Play を使用してアプリにダウンロードできるアプリに依存しています。Informatica は、これらのアプリを検
証またはテストしません。アプリの選択に関するアドバイスは、ダウンロード回数が多いアプリを選択するこ
とです。また、使用している Android バージョンでは、いくつかのアプリが動作しない可能性があります。
アプリのテストでは、Gmail 内の添付ファイルは、 通常 、別のアプリからのサポートを必要とせずに開かれて
いました。
ほとんどの場合、アプリは、iCal ファイルで使用される ics ファイルタイプを認識することで機能します。別
のアプリから iCal メールの添付ファイルをクリックすると、通常、添付ファイルをダウンロードするかプレビ
ューするかを尋ねられます。オプションの 1 つは、iCal ファイルに関連付けられているインストールしたアプ
リの名前です。このアプリをデフォルトのアクションとして設定できるチェックボックスも表示されます。ス
マートフォンに、複数のカレンダーアプリがある場合は、iCal アプリで使用するカレンダーを選択する必要が
あります。最後に、いくつかのアプリは iCal ファイルをインポートし、カレンダーエントリを開いた状態のま
まにして、表示や変更ができるようにします。明示的に保存しない限り、保存されません。他のアプリは、そ
れ単に保存するだけなので、個別に開く必要があります。その他は、それを保存し、開いた状態のままにしま
す。
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第  6  章

会議のフォローアップウィザード
この章では、以下の項目について説明します。
• 会議のフォローアップウィザード概要, 68 ページ
• 会議後ウィザード, 70 ページ
• 連絡先ページからのウィザードの実行, 73 ページ

会議のフォローアップウィザード概要
Salesforce 用 Guide Designer で構築された会議フォローアップウィザードは、会議後に実行される多くの日
常的なタスクを加速および自動化します。これには、メモの記録、連絡先の作成、後続タスクの割り当てが含
まれます。Guide Designer ウィザードは、Salesforce とスマートフォン間の追加の統合を追加します。
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ウィザードを Salesforce ページ内にインストールすると、ウィザードを実行する準備が整います。2 つ目のウ
ィザードは、スマートフォンから実行します。3 つ目は Salesforce ページから実行されます。
スマートフォンでウィザードを実行する
フォローアップウィザードのディスカッションの内 2 つは、スマートフォンで実行するガイドを紹介していま
す。Guide Designerd ウィザードはアプリではありません。ですから、iTunes や Google Play から何かをダ
ウンロードする必要はありません。ウィザードは、Web アプリケーションであり、スマートフォンのブラウザ
ーで実行されます。
ご覧のように、スマートフォンでウィザードを実行しながら、連絡先、商談、リード、または他の Salesforce
オブジェクトに関する情報を、より身近にまるで誰かと会ったり話したりしているかのように扱えます。ラッ
プトップを起動する必要はありませんが、Wi-Fi ホットスポットを見つける必要があるかも知れません。情報
を入力し、スマートフォンの画面の小さいサイズに収まるように情報を入力するのに役立つウィザードを使用
して、Salesforce と対話ができます。
ウィザードが定義されると、各手順（つまり、各画面）がスマートフォンに最適な方法で表示されるように定
義されます。サイトでウィザードを作成している場合は、ウィザードのみを表示できます。これらのウィザー
ドでは通常、新しいオブジェクトを作成できます。たとえば、ガイドは新しいリードを作成するのに役立ちま
す。
Salesforce にログインすると、Salesforce ホームページが表示されます。下にスクロールすると、Guide 
Designer ウィザードセクションが表示されます。このセクションには、ホームページから実行できるウィザー
ドが含まれています。ウィザードのリストのすぐ下に、New Window ボタンがあります。このボタンをタップ
すると、独自のページにウィザードが表示されます。そのページをスマートフォンのホーム画面にアイコンと
して保存することもできます
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連絡先ウィザード
連絡先と話した後、Salesforce を 2 つの方法で更新できます。PC または Mac で Salesforce を使用している
場合は、セールスコールフォローアップウィザードを使用して、新しいタスク、メモ、連絡先、および商談を
入力します。また、自分や他の人にフォローアップタスクを設定することもできます。このウィザードを実行
するには、Salesforce の連絡先のページに移動し、[ガイド]セクションからこのガイドを選択します。（管理者
がウィザードをインストールしたときに、連絡先ページにガイドセクションが追加されました。）詳細について
は、「連絡先ページからのウィザードの実行」  (ページ 73)を参照してください。スマートフォンを使用して
いる場合は、 「会議後ウィザード」  (ページ 70)を使用できます。
スマートフォンのセットアップウィザードにより、 vCard ボタンが Salesforce 連絡先ページに追加されまし
た。このボタンを押した後、Guide Designer ウィザードはブラウザーがダウンロードできる vCard ファイル
を作成します。このファイルを開くと、連絡先マネージャー（Microsoft Outlook など）に連絡先が追加され
ます。また、リンクをクリックすると、この連絡先に使用できるガイドが表示されます。詳細については、「ス
マートフォンの連絡先」  (ページ 61)を参照してください。
スマートフォンのカレンダーエントリ
スマートフォンのセットアップウィザードにより、 ［招待メール］ ボタンが Salesforce カレンダーイベント
ページに追加されます。このボタンを押すと、ウィザードは招待をカスタマイズし、おそらくより多くの人に
送信するためのページを表示します。招待状には iCalendar ファイルが含まれており、受信者がクリックする
と、イベントが受信者のカレンダーに追加されます。
詳細については、「スマートフォンのカレンダーエントリ」  (ページ 63)を参照してください。

会議後ウィザード
会議後ウィザードを使用すると、会議後に実行される多くの日常的なタスクを加速および自動化できます。連
絡先と会話した後、既存の商談情報を更新し、新しい商談情報を追加できます。また、新しい連絡先、メモを
追加し、フォローアップタスクを作成できます。
見出しを選択して、ウィザードがガイドするさまざまな操作を確認します。
連絡先の特定と機会の更新
手順 1

ガイドが既知の連絡先から始まっていない場合、誰に連絡しましたか？
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手順 2
会議が商談に関連付けられていた場合は、商談の段階、金額、終了日、および次のステップを更新します。
また、この機会の活動履歴に追加される会議メモを追加します。
注：メモなどのテキストを入力する場合、スマートフォンの音声録音機能があればそれを使用する方がは
るかに簡単です。

手順 3
この連絡先がこの機会に果たす役割（ビジネスユーザーや意思決定者など）を提供（または更新）します。

追加のまたは新しい機会
手順 4

ウィザードは、このアカウントの他のすべての機会のリストを表示します。この会議で議論されたことを
選択してください。ウィザードは、選択した各商談を順番に確認し、更新できるようにします。
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手順 5
議論された新しい機会を追加し、それぞれに重要なフィールドを提供します。

新しい連絡先
手順 6

まだ連絡していない会議のすべての人の連絡先を作成します。
フォローアップ作業
手順 7

自分用のフォローアップ作業を作成します
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手順 8
他の人のフォローアップ作業を作成します。

完了！

連絡先ページからのウィザードの実行
管理者が会議ウィザードをインストールすると、すべての連絡先に ガイド 領域が表示されます。この領域に
は、「セールスコールフォローアップウィザード」が含まれています。このウィザードは、PC または Mac を使
用している場合にのみ表示されます。
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「セールスコールフォローアップ」リンクをクリックして、ウィザードを開始します。ウィザード内に最初の手
順が表示されます。（ウィザード内のすべての画面は「手順」と呼ばれます。）この図の後の表は、この最初の
手順の内容を説明しています。
手順ごとに情報が表示される方法は、少し異なる場合があります。しかし、すべて類似しています。
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ウィザードおよび使用している他のウィザードのタブ。
手順のメイン領域この領域には、指示、情報、テキストの入力、チェックボックスの選択などができ
る領域を含めることができます。ここに示す手順には、ウィザードの動作を説明するテキストのみが
含まれています。
プロンプト領域このテキストは、ウィザードが次に実行する手順を選択するために押すボタンを示し
ています。この手順にはボタンが 1 つしかありません。
この領域でボタンを押すと、ウィザードに次の手順が何か指示します。多くの場合、手順には、ここ
に示されているよりも多くのボタンがあります。各ボタンは、ウィザードに次の手順を指示します。
たとえば、質問する手順には、「はい」および「いいえ」ボタンがあり、その後の手順は選択した項目
によって異なります。
実行した手順の履歴プロンプト領域内のボタンを押すと、新しいアイテムが追加されます。履歴の各
手順は、実際にはリンクです。それをクリックすると、ウィザードは以前に実行した手順に戻ります。
また、これにより、実行する手順の実行後に、Salesforce に加えられた変更が取り消されます。これに
より、たとえば、別の手順で作成されたリードを削除できます。

「x」をクリックして、履歴ウィンドウを閉じて、メインウィザードウィンドウ用のスペースを確保でき
ることに注意してください。

この例では、手順のテキストを読んだ後、続行ボタンを押しますウィザードに次の手順が表示されます。
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「指示」ラベルはすべての手順にあります。

質問ほとんどの手順は、質問または指示から始まります。通常、情報を入力するフォームは次のと
おりです。
ここでは、ウィザードはこの会社とのすべての商談を表示します。ウィザードは、連絡先の会社名
を使用して、この商談情報を見つけて表示します。

いくつかの手順を進めた後、ウィザードは次を表示できます。
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この図には、手順に追加された 2 つの新しい要素が含まれています。また、他の 2 つはわずかに異なります。

［再起動］ボタンは、ウィザードに最初の手順に戻るように指示します。履歴を使用して最初の手順に
戻るのとは異なり、再起動をクリックしても、ウィザードで行われたどの変更（オブジェクトの削除
など）も元に戻りません。
履歴リストの手順をクリックして、ウィザードを以前に実行した手順のいずれかに戻すことができま
すが、実行したい手順に戻りたいだけの場合は、「手順１へ戻る」ボタンを押す方が便利です。
Guide Designer によって自動的に生成されるこのテーブルには、このアカウントの連絡先のリストが
含まれています。
このトピックで示した 2 つの前の手順とは異なり、この手順には 2 つのボタンが含まれています。他
の手順には、さらに多くの（またはおそらくさらに多くの）手順が含まれます。
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第  7  章

ガイドを表示できるユーザーの制
御

この章では、以下の項目について説明します。
• ガイドを表示できるユーザーの制御概要, 78 ページ
• タグによるフィルタリング, 79 ページ
• 新しいプロファイルの Guide Designer 関連クラスの有効化, 80 ページ
• Guide Designer Apex クラスとユーザープロファイルとの関連付け, 85 ページ
• 次の場合のみガイドを表示します。, 89 ページ
• デフォルトでは使用できないオブジェクトの作成, 90 ページ

ガイドを表示できるユーザーの制御概要
どのユーザーが Salesforce ページのガイドナビゲーター領域を表示できるかを制御するには、2 つの方法があ
ります。最も一般的なのは、ユーザープロファイルに割り当てられているページレイアウトを使用する方法で
す。この方法を使用した場合よりも詳細にする必要がある場合は、権限セットを使用できます。権限セットを
使用すると、オブジェクトをセットに割り当て、選択したユーザーにその権限を割り当てることができます。

（権限セットの詳細については、 Permission Set Overview Salesforce のドキュメントを参照してください。）
権限セットを使用すると、プロファイル内のすべてのユーザーには、ガイド用のセクションがあるページレイ
アウトが引き続き表示されます。ただし、「ガイドユーザー」権限セットに関連付けられているユーザーのみ
に、実際に、ガイドナビゲーターが表示されます。ページの「ガイド」セクションを開く他のユーザーには、
次のようなメッセージが表示されます。
Content cannot be displayed: You do not have sufficient privileges to access the page: /apex/ce4sf20_001__AeCaseSalesGuides"
権限セットの使用には、3 段階のプロセスがあります。
1. Visualforce ページでガイドに移動し、ユーザーが許可されないようにセキュリティ設定を変更します。こ

れを行うのは、ガイドの Visualforce ページには、通常、「objectName Sales Guides」という名前が付け
られているためです。この状態では、誰もガイドナビゲーターを見ることができません。

2. 「ガイドユーザー」というアクセス許可セットを作成します。この権限セットで「Visualforce ページアク
セス」をクリックし、すべての CE Visualforce ページへのアクセスを許可します。

3. Guide Designer にアクセスする必要のあるユーザーに移動し、そのアクセス許可セットに関連付けしま
す。

これで、これらのユーザーのみに、ガイドナビゲーターが表示されます。
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タグによるフィルタリング
ガイドのプロパティを定義するとき、ガイドが適用されるオブジェクトを指定し、オブジェクトにアクセスで
きるすべてのユーザーが関連するガイドを表示できるようにします。

［ガイドプロパティ］ ダイアログの ［タグ］ 領域を使用して、ガイドを表示する条件を設定できます。たとえ
ば、ステータスが「未処理-未連絡」のリードに対してのみ特定のガイドを表示する場合があります。この場
合、最初に表示フィルターとして使用されるガイドのタグを作成します。一部のオブジェクトフィールドの組
み込み機能フィルターに加えて、これらのタグを適用するガイドをカスタマイズできます。
注: また、［ガイドプロパティ］を設定して、ガイドの表示場所を決定することもできます。詳細については、

「次の場合のみガイドを表示します。」  (ページ 89)を参照してください。
Visualforce ページからフィルタリングするには、次のアプローチを使用します。
1. Salesforce Setup メニューから、 ［アプリの設定］ > ［開発］ > ［ページ］を選択します。
2. [Visualforce マークアップ]タブを選択します。
3.

4. 次のガイドラインを使用して、このページにフィルターを追加してタグを作成します。たとえば、ガイド
は、アカウントの種類、アカウントの業種、またはユーザーのロールでフィルタリングできます。

ガイドライン
さまざまなロールを持つユーザーに、商談用のさまざまなガイドセットを表示して実行できるようにすると仮
定します。そのためには、ガイドに Role = CEO のようなタグを作成するだけです。Opportunity オブジェクト
タイプは、ロールに基づいてフィルタリングするように既に設定されているため、このガイドでは、ユーザー
のロールが CEO の場合にのみ表示されるようになっています。
等号（=）は、ガイドがマッチングのためにタグのコンテンツを使用する方法を決定します。オブジェクトがガ
イドのすべてのタグと一致する場合にのみ、ガイドが表示されます。
Visualforce ページ定義のこの状態に注意してください。
match="Role={!JSENCODE(SUBSTITUTE($UserRole.Name, ",", ""))}
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Opportunity ページが読み込まれると、 $ UserRole.Name が一致するため（この場合、match =「Role = CEO」）、
ガイドが表示されます。（JSENCODE および SUBSTITUTE 関数は無視できます。）
ガイドに等号のタグがない場合は常に表示されます。特定の値を除外する一致基準を定義するか、 Role = foo
などの一致定義が発生しないように設定してガイドを非表示にできます。
アカウントページの定義（AeAccountSalesGuide）には、3 つの一致が考えられます。同じ種類のロジックを
使用して、ページ上の任意のフィールドに一致するガイドを作成できます。
<apex:page standardController="Account">     <c:AeSalesGuides objectType="Account" bjectId="{!Account.Id}"          extraInfo="{!JSENCODE(Account.Name)}"          match="Role={!JSENCODE(SUBSTITUTE($UserRole.Name, ",", ""))},          Type={!JSENCODE(SUBSTITUTE(Account.Type, ",", ""))},          Industry={!JSENCODE(SUBSTITUTE(Account.Industry, ",", ""))}"/></apex:page>

新しいプロファイルの Guide Designer 関連クラスの有効化
このトピックでは、Salesforce 内の新しいプロファイルに対して Guide Designer 関連のクラスを有効にし、
プロファイルに対して Guide Designer Apex 関連のクラスと Visual Force ページを有効にする一連の操作を説
明します。
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例として、このトピックでは、Chatter Only ライセンスでガイドを起動する方法を示します。
1. ユーザープロファイルのリスト（ ［設定］ >［管理設定］> [ ユーザーの管理］> [ プロファイル］内にあ

る）から、Chatter Only ユーザーのリンクをクリックします。（編集を選択しないでください。）

2. ［クローン］ ボタンをクリックし、プロファイル名を指定して、 ［保存］をクリックします。
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3. ［有効な Apex クラスアクセス］へのリンクをクリックし、 ［編集］ をクリックして、利用可能な［Apex
クラス］から「ce4sf20_001」で始まるすべてのクラスを選択し、［有効な Apex クラス］に追加します。

［保存］をクリックします。

4. ［視覚的な強制ページアクセスを有効にする］のリンクをクリックし、 ［編集］をクリックします。
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5. 使用可能な視覚的強制ページから「ce4sf20_001」で始まるすべてのページを選択し、それらを有効な視
覚的強制ページに追加して、 ［保存］をクリックします。

6. プロファイルを編集し、カスタムオブジェクト権限に移動し、必要に応じて［読み取り］、［作成］、［編
集］、［削除］のためのアクセス権限を設定します。例については、次のスナップショットを参照してくだ
さい。選択は、組織に必要な要件になります。ページの下部にある ［保存］ ボタンをクリックします。

7. ［アプリの設定］>［カスタマイズ］>［ホームページレイアウト］に移動し、 ［ページレイアウトの割り
当て］ をクリックして、新しく作成された複製された Chatter ユーザープロファイルのホームページレイ
アウトを選択します。次にに例を示します。
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8. 前の手順で選択したホームページレイアウトを編集し、Guide Designer ウィザードチェックボックスが選
択されていることを確認し、 ［次へ］、 ［保存］の順にクリックします。

詳細情報
Chatter のみのライセンスは、Chatter Plus とも呼ばれます。Salesforce ライセンスはないが、Chatter に加
えて一部の Salesforce オブジェクトにアクセスする必要がある Unlimited、Enterprise、および Professional 
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Edition ユーザー向けに設計されています。これらのユーザーは、標準の Chatter の人、プロファイル、グル
ープ、およびファイルにアクセスでき、さらに次のことができます。
• Salesforce アカウントと連絡先を表示できます。
• Salesforce CRM コンテンツ、アイデア、および回答を使用できます。
• 最大 10 個のカスタムオブジェクトを変更できます。

Guide Designer Apex クラスとユーザープロファイルとの関連付け
このトピックでは、プロファイルを作成し、Guide Designer 関連の Apex クラスをそれに関連付ける方法を示
します。この手順では、ガイドを Salesforce Chatter Only ライセンスで実行できます。
1. ［設定］>［管理設定］> [ ユーザーの管理］> [ プロファイル］を選択します。

2. ユーザープロファイルを選択します。ここでは、「Chatter Only User」が選択されます。
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3. 表示されたページで、 ［クローン］ ボタンをクリックします。

4. 表示されたページで、プロファイルに名前を付けます。 たとえば、「TestChatterProfile」と入力し、 
［保存］をクリックします。
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5. Salesforce は、作成したプロファイルの［プロファイル］ページを表示します。そのページで、 ［有効な
Apex クラスアクセス］を押します。

Salesforce は、このページをスクロールし、この領域を表示します。この領域では、すでにいくつかのク
ラスが有効になっている場合がありますが、この例では、まだ有効なクラスはありません。

［編集］ボタンをクリックします。
6. 左側の［使用可能な Apex クラス］領域内で、「ce4sf20_001」で始まるすべてのクラスを選択し、 ［追

加］ ボタンを押します。この名前はリリースによって異なる場合があります。ただし、常に「ce4sf」で
始まります。
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7.

8. カスタムオブジェクトのアクセス権限の領域が表示されるまで、プロファイルウィンドウを上にスクロー
ルします。必要に応じて、［読み取り］、［作成］、［編集］、または［削除］のカスタムオブジェクトのアク
セス権を設定します。次に例を示します。

9. ページの下部にある ［保存］ ボタンをクリックします。
10. ［アプリの設定］> ［カスタマイズ］>［ホーム］> ［ホームページレイアウト］に移動し、 ［ページレイ

アウトの割り当て］をクリック
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11.

12. 新しく作成されたプロファイルのホームページレイアウトを選択します。 この例では、
「TestChatterProfile」です。［保存］をクリックします。

13. 前の手順で選択したホームページのレイアウトを編集し、「Guide Designer ウィザード」チェックボック
スが選択されていることを確認します。 ［次へ］をクリックし、 ［保存］をクリックします。

次の場合のみガイドを表示します。
注: この関数は、Salesforce 内で実行されるガイドにのみ適用されます。
ガイドのプロパティに条件を入力することによって、ユーザーの Salesforce ページの［ガイド］領域内に表示
されるガイドを決定できます。条件をガイドプロパティの［詳細］タブの［次の場合のみガイドを表示しま
す。］フィールドに入力します。
条件は Boolean 式として入力する必要があります。Salesforce のマニュアルに記載されている関数と演算子
を使用できます。以下の例を参照してください。
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［フィールドの挿入］リストを使用して、オブジェクトやフィールドを式に挿入することを選択します。
この式は、必要なだけ複合させることができます。例えば、Guide Designer に、アカウントの所有者が 3 人の
うちの 1 人である場合にのみ、ガイドを表示するように指示する式を作成できます。
CONTAINS($Account.Owner.Name, "John Smith")     || CONTAINS($Account.Owner.Name, "Bob Smith")    || CONTAINS($Account.Owner.Name, "Jim Smith")
注: フィールド名の入力時に、Salesforce のフィールド構文（中括弧内のフィールド名を「!」プレフィックス
で囲む）を使用しないでください。式は、Apex 式として Salesforce に直接渡されます。無効な Apex 式を渡
すと、Salesforce はエラーメッセージを返します。
例 1
フィールドがリストの場合は、等号を使用して、リストから 1 つの項目を選択できます。以下に例を示します。
Account.Type = 'Analyst' 
例 2
複数の条件を定義するには、「&&」（論理 AND）と「||」（論理 OR）を式に使用します。以下に例を示します。
(Account.Type = 'Analyst' && Account.testfield__c= true) || (Account.Phone ='1234')
この例では、この式は次のことを意味します。
1. アカウントのタイプは Analyst である必要があり、かつ（AND）testfield は真である必要があります。ま

たは（OR）
2. アカウントの電話番号は 1234 である必要があります。
この場合、括弧は最初の 2 つのテストをグループ化するため、これらは 1 つの単位として評価されます。
次の例では、括弧によって、この式は異なって評価されます。
(Account.Type = 'Analyst') && (Account.testfield__c= true || Account.Phone ='1234')
ここで、同じ条件が次のことを意味します。
1. アカウントのタイプは Analyst である必要があり、かつ（AND）
2. testfield が真である、または（OR）アカウントの電話番号が 1234 であるかのいずれかである必要があり

ます。

デフォルトでは使用できないオブジェクトの作成
Guide Designer は、Salesforce で使用する多くのオブジェクトを認識しています。Guide Designer が自動的
に認識しない、他のものもあります。さらに、サイトには、カスタムオブジェクトがある可能性があります。
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次の手順を使用して、これらのオブジェクトを Guide Designer に追加できます。この例では、商談の［連絡
先ロール］が追加されています。
1. 「+」アイコンを押して、［Guide Designer の設定］に移動します。次に例を示します。

2. ［設定］をクリックします。
表示される内容は次のとおりです。

3. ガイドを展開すると、次のオブジェクト セクションを作成でき、 ［追加］ ボタンを押して新しいオブジ
ェクトを作成できます。
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「OpportunityContactRole」と入力すると、Salesforce にリストが表示され、そこから Salesforce に設
定されたオブジェクトを選択できます。名前を入力すると、オブジェクトのフィールドが右側に表示され
ます。必須フィールドは自動的にチェックされることに注意してください。「商談担当者ロールの作成」を
行うときに、Guide Designer にデフォルトで他のフィールドを表示する場合は、名前を確認して追加でき
ます。

4. このオブジェクトを定義したら、［同期］ボタンを押します。
同期後にこのオブジェクトが表示されない場合は、ブラウザを更新または再起動してください。
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第  8  章

ガイドの起動
この章では、以下の項目について説明します。
• ガイドの起動の概要, 93 ページ
• ホームページからのガイドの起動, 93 ページ
• Salesforce のボタンからのガイドの起動, 94 ページ
• カレンダーイベントからのガイドの起動, 96 ページ
• スマートフォンの連絡先からのガイドの起動, 99 ページ

ガイドの起動の概要
ガイドは、アプリケーションの統合から起動することも、Salesforce から起動することもできます。
Salesforce からガイドを起動する場合は、前提条件としてアプリケーションの統合で次のタスクを行う必要が
あります。
1. ガイドを作成し、［開始］ > ［適用対象］プロパティで Salesforce オブジェクトを選択します。選択した

オブジェクトにガイドが関連付けられます。
2. ガイドを検証、保存、パブリッシュします。
注: Salesforce にログインしてもガイドが表示されない場合は、Salesforce からログアウトして、ブラウザの
キャッシュをクリアし、Salesforce にログインします。
ガイドは、Salesforce のホームページから起動することも、Salesforce のボタンから起動することもできま
す。さらに、Guide Designer でカレンダーイベントまたは vCard を作成して、スマートフォンからガイドを
起動することもできます。

ホームページからのガイドの起動
ユーザーが Salesforce にログインすると、ホームページにログインことになります。これは、多くのガイドを
起動できる通常の場所です。ただし、ホームページから起動されるガイドにはコンテキストがありません。 つ
まり、ガイドはどのオブジェクトにも適用されません。（オブジェクトに適用された場合は、オブジェクトのペ
ージに表示されます。）そのため、ホームページオブジェクトは、Salesforce オブジェクトの作成によく使用
されます。
ユーザーのホームページにガイドを配置するには、 ［ガイドプロパティ］ ダイアログの ［適用先］ フィール
ドを ［ホーム］に設定します。
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Salesforce のボタンからのガイドの起動
このセクションの以前のトピックで、ページにボタンを追加してそのボタンでガイドを起動する方法を説明し
ました。場合によっては、ユーザーがボタンをクリックするとガイドが起動するようにする必要があります。
例えば、アカウントページで［New Opportunity］ボタンをクリックすると Salesforce で空の

［Opportunity］ページが表示されるようにする、などです。このトピックでは、ユーザーがボタンをクリック
するとガイドが起動するようにする方法を説明します。
手順 1: Visualforce ページの作成
1. ［Setup］ > ［App Setup］ > ［Develop］ > ［Pages］を選択します。表示されるテーブルの上部で

［New］ボタンをクリックします。
2. このコードに使用するラベルを入力します。名前は自動でも割り当てられます。別の名前を指定すること

もできます。
3. このフォームにコードを追加します。次のコードは、Salesforce の組み込みオブジェクトである

Opportunity オブジェクトを変更するように設計されています。このコードは「New Opportunity」とい
うガイドを呼び出します。このガイドはアカウントページから呼び出されるため、objectType が Account に
設定されています。Opportunity には AccountId が必要です（［New］ボタンをクリックしてフォームを表
示したときと同じもの）。最後の属性は、このガイドが高さ 600 ピクセルの領域に表示されることを示し
ています。
<apex:page standardController="Opportunity">    <icrt:AeSalesGuides            guideName="New Opportunity"            objectType="Account"           objectId="{!Opportunity.AccountId}"            height="600px"/></apex:page>
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手順 2: ［New］ボタンの再割り当て
1. ［Setup］ > ［Customize］ > ［Opportunities］ > ［Buttons, Links, and Actions］を選択します。
2. 表示されるテーブルで、［New］の左側にある［Edit］アクションを選択します。

3. 表示される［Override Properties］ページで、フォームの一番下に移動して、［Visualforce Page］を設
定します。選択リストから Visualforce ページの名前を選択します。これは、前のセクションで設定した
名前です。
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4. ［Save］ボタンをクリックします。
手順 3: ガイドが起動することの確認
1. 既存アカウントのページを開きます。
2. ［Opportunities］領域を下にスクロールして、［New Opportunity］をクリックします。［New 

Opportunity］ガイドが起動します。

カレンダーイベントからのガイドの起動
Guide Designer では、イベントの参加者に iCalendar ファイルを送信することができます。そのために、
Guide Designer のインストール時に［カレンダーイベント］ページに［Email Invitations］ボタンが追加さ
れています。
会議の参加者に iCalendar ファイルを送信する方法は次のとおりです。
1. Salesforce でイベントを作成します。通常は、イベントの作成と招待状の送信は別個に行いますが、別個

に行うことは必須ではありません。イベントを作成するときに通常行うのと同様、イベントを割り当てる
ユーザーや、イベントを関連付ける先のオブジェクト（Opportunity など）といった情報を指定します。

2. イベントを作成したら、作成したイベントのページに移動します。そのページに［Email Invitations］
ボタンがあります。

96       第 8 章:  ガイドの起動



3. このボタンをクリックするとウィザードが表示されます。
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4. このページに必要事項を入力し、［続行］ボタンをクリックします。Guide Designer によってイベントの
iCalendar ファイルが作成され、イベントの参加者に送信される電子メールに添付されます。
注: Guide Designer では 2 種類の iCalendar ファイルを作成できます。連絡先やリードなどに指定されて
いるユーザーに送信される電子メールには、イベントをカレンダーに追加できる iCalendar ファイルが含
まれます。一方、招待状を送信したユーザーが受け取る電子メールには、イベントへのリンクが含まれま
す。同じ会社の他のユーザーが被招待者に含まれている場合、それらのユーザーも Event オブジェクトへ
のリンクを受け取ります。これにより、それらのユーザーがイベントの詳細を確認できます。ただし、イ
ベントを実行できるのはイベントのホスト（イベントが割り当てられているユーザー）だけです。

5. スマートフォンでカレンダー添付ファイルを開きます（PC で開いた場合はスマートフォンと同期させる
必要があります）。例えば、会議をホストするユーザーの iPhone には次のような情報が表示されます。
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6. 会議の時間になったら、このリンクをタップしてガイドにアクセスできます。

スマートフォンの連絡先からのガイドの起動
Guide Designer をインストールすると、連絡先ページに vCard ボタンが追加されます。このボタンを押すと、
Guide Designer は、その人を連絡先リストに追加するために使用できる vCard ファイルを作成します。連絡先
マネージャーを開いている場合、連絡先を開いた時点で表示される情報には、タップするとユーザーがこの連
絡先に対して実行できるガイドが表示されるリンクが含まれています。
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これを行う手順は次のとおりです。
1. 連絡先ページの vCard ボタンをクリックします。

2. このボタンを押すと、ブラウザは vCard ファイルを受け取ります。このファイルを実行して、Outlook ま
たは別の連絡先マネージャーにインストールします。PC または Mac でこれを行う場合、連絡先マネージ
ャーは、スマートフォンの連絡先情報と同期している必要があります。iPhone の連絡先ページは次のと
おりです。
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3. ホームページ領域のリンクに注目してください。このリンクをタップすると、この連絡先に対して実行で
きるガイドが表示されます。ガイドが 1 つしかない場合、Guide Designer はそのガイドを表示します。
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第  9  章

ガイド実行レポート
この章では、以下の項目について説明します。
• ガイド実行レポート概要, 102 ページ
• ［ガイド］タブの使用, 102 ページ
• Salesforce のレポートの作成, 104 ページ

ガイド実行レポート概要
この章では、[ ガイド ] タブからガイドの実行履歴を表示し、Salesforce レポート機能を使用して、［ガイド実
行］に関するレポートを実行する方法について説明します。

［ガイド］タブの使用
［ガイド］タブからガイド実行の履歴を表示するには、次の手順を実行します。

1. Salesforce のメニューで［ガイド］タブを見つけます。+記号をクリックしてオプションのリストから選
択する必要がある場合もあります。次のようなページが開きます。

注: このページの Salesforce コントロールはこのリストにのみ適用されます。ガイド設計機能を使用する
には Guide Designer を開く必要があります。

2. 目的のガイドをクリックすると、次の図に示すように、実行の詳細が表示されます。
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このページで次の操作を実行できます。
• ヘッダーの［Guide Design］をクリックして、Guide Designer でガイドを開く。
• リストのガイド名をクリックして、そのガイドの Salesforce 詳細ページを表示する。
• ［実行］カラムの名前をクリックして、ガイドを実行したユーザーアカウントの情報を表示する。
• ガイドがまだ実行中の場合に、［Running Guide］カラムで［開く］をクリックして、進行中のガイド

を表示する。
ガイドの詳細

［ガイド実行］のリストで［名前］をクリックすると、次の詳細ページが表示されます。

実行レポートの履歴を管理するためのオプションがいくつか用意されています。例えば、次の操作が可能です。
• この履歴が不要になった場合に［削除］をクリックする。ただし、このページでガイド履歴を削除すると、

Guide Designer で再パブリッシュするまでそのガイドを実行できなくなることに注意してください。
• ガイドにマイルストーンが含まれている場合に、［マイルストーン］をクリックしてマイルストーンの詳細

ページを表示する。
• ［実行ログ］をクリックして、Informatica Cloud®にログインしてアプリケーション統合コンソールでガイ

ド実行ログを確認する。
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Salesforce のレポートの作成
Salesforce のレポート機能を使用してガイド実行のレポートを実行するには、次の手順を実行します。
1. Salesforce で［レポート］タブを選択します（または+記号をクリックして見つけます）。
2. リストから［ガイドレポート］を選択します。以下が表示されます。

3. ［ガイド実行］をクリックしてこのレポートを実行します。レポートパラメータを変更するためのオプショ
ンが表示されます。このページの Salesforce コマンドの使い方は他のレポートページと同じです。
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